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市議会

島田市に在住の
外国出身者

と

　
島
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
モ
ン
ゴ
ル
、
フ
ラ

ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
の
４
カ
国
の
出
身
の

皆
さ
ん
に
、
当
市
の
感
想
や
当
市
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
伺
い
ま
し
た
。
４
人
と
も
「
島
田
市
が

大
好
き
」
と
の
こ
と
で
島
田
市
の
良
い
と
こ
ろ

な
ど
、
熱
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ニ
ャ
ム
ジ
ャ
ウ
・
ム
ン
フ
バ
ト
さ
ん

（
モ
ン
ゴ
ル
出
身　
金
谷
大
代
在
住
）

島
田
市
に
住
ん
だ
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　
モ
ン
ゴ
ル
で
浜
松
出
身
の
留
学
中
の
女
性
と

知
り
合
い
、
２
０
０
４
年
に
来
日
し
て
結
婚
し
、

市
内
の
製
材
関
係
の
会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。

島
田
市
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

　
冬
は
暖
か
い
で
す
が
、
夏
は
暑
い
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
楽
し

く
生
活
し
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
デ
フ
ィ
ン
・
マ
リ
ノ
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
出
身　
川
根
笹
間
在
住
）

島
田
市
に
住
ん
だ
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　
笹
間
で
開
催
さ
れ
た
国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
道み
ち
か
わ
し
ょ
う
ぞ
う

川
省
三
さ
ん
の

作
品
展
を
フ
ラ
ン
ス
で
観
て
、
日
本
の
文
化
を

知
り
た
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

笹
間
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

　
心
の
温
か
い
人
が
多
い
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。

特 集み
ん
な
「
島
田
市
が
大
好
き
で
す
」

島田市にお住まいの外国出身の
皆さんに

お話を伺いました。
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キ
ャ
シ
ー
・
コ
イ
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
出
身　
島
田
阿
知
ケ
谷
在
住
）

島
田
市
に
住
ん
で
の
感
想
は
ど
う
で
す
か
。

　
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
島
田
」
で
す
。
風
景
が
美
し
く
、

親
切
な
人
が
多
い
で
す
。
学
生
の
英
語
力
が
実

践
的
で
は
な
く
、
ま
た
市
内
の
案
内
な
ど
に
英

語
が
少
な
く
て
困
り
ま
す
。

島
田
市
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

　
防
災
メ
ー
ル
や
広
報
を
英
語
に
翻
訳
す
る
と

市
内
に
住
む
外
国
人
が
困
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
若
い
講
師
に
観
光
案
内
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
う
と
有
効
で
す
。

チ
ェ
・
ユ
ソ
ン
さ
ん

（
韓
国
出
身　
島
田
細
島
在
住
）

島
田
市
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

　
２
０
１
２
年
に
市
内
に
自
宅
を
購
入
し
、
永

住
権
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
国
際
交
流
協

会
の
会
員
と
し
て
韓
国
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が

き
、
２
人
の
子
ど
も
の
子
育
て
に
も
良
い
環
境

が
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

島
田
市
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

　
伊
豆
や
富
士
山
に
も
近
い
の
で
情
報
発
信
を

多
く
し
て
欲
し
い
で
す
。
市
内
の
同
じ
国
の
出

身
者
同
士
の
集
ま
り
を
作
り
、
移
住
の
橋
わ
た

し
を
し
た
い
で
す
。

ジョデフィン・マリノさん

チェ・ユソンさん

ニャムジャウ・ムンフバトさん

キャシー・コイさん
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定例会
の

概要

2
月
14
日
（
木
）
本
会
議
初
日　
7
議
案
上
程

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
１
件
と
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
（
一
般

会
計
１
件
・
特
別
会
計
４
件
・
病
院
事
業
会
計
１
件
）
の
ほ
か
、
条
例

改
正
案
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
15
日
（
金
）・
2
月
18
日
（
月
）　
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
を
分
散
開
催
し
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
ほ
か
、
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

2
月
25
日
（
月
）
本
会
議　
7
議
案
可
決　
25
議
案
・
1
請
願
上
程

２
月
14
日
に
上
程
さ
れ
た
７
議
案
の
全
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算
（
一
般
会
計
１
件
・
特
別
会
計
８
件
・
水
道
事

業
会
計
１
件
・
病
院
事
業
会
計
１
件
）
の
ほ
か
、
条
例
案
11
件
、
一
般

議
案
３
件
、
請
願
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日
（
火
）～
７
日
（
木
）　
代
表
・一
般
質
問　
議
員
14
人
が
登
壇

４
会
派
の
代
表
議
員
に
よ
る
代
表
質
問
と
議
員
10
人
に
よ
る
個
人
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

3
月
11
日
（
月
）
議
案
質
疑　
延
べ
議
員
9
人
が
登
壇

延
べ
議
員
９
人
が
登
壇
し
、
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し

ま
し
た
。

3
月
12
日
（
火
）～
15
日
（
金
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
、
１
日
ず
つ

分
散
開
催
し
、
15
日
（
予
備
日
）
も
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

３
月
26
日（
火
）本
会
議
最
終
日　
追
加
５
議
案
上
程　
26
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し
、

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
原
案
を
否
決
す
べ
き
と
の
報
告

を
し
ま
し
た
。
委
員
長
報
告
の
後
、
議
員
か
ら
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

の
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
修
正
案
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
24
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
１
件
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

追
加
議
案
と
し
て
、
一
般
議
案
１
件
、
諮
問
４
件
が
上
程
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
一
般
議
案
１
件
は
同
意
、
諮
問
４
件
は
全
員
賛
成
で
適
当
と

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
６
億
３
８
２
５
万
円
を
増
額
補
正

平
成
31
年
度
当
初
予
算　

全
会
計
８
５
０
億
２
９
１
９
万
円

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
14
日
（
木
）
か
ら
３
月
26
日
（
火
）
ま
で
41
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
７
号　
平
成
31
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
７
号　
平
成
31
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
７
号　
平
成
31
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

〈
議
案
第
７
号　
平
成
31
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
〉

Q	

購
入
で
き
る
対
象
者
は
。

A	

住
民
税
非
課
税
者
と
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
る
。

Q	

使
い
方
は
。

A	

市
内
約
８
０
０
の
金
券
加
盟
店
で
使
え
る
。

Q	

経
済
効
果
は
ど
う
か
。

A	

前
回
は
２
億
１
８
０
０
万
円
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。
今
回
は
規
模
は
小
さ
い

が
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

Q	

市
が
考
え
る
観
光
要
素
は
何
か
。

A	

産
業
や
文
化
、
歴
史
は
大
井
川
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ち
の
成
り
立

ち
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
大
井
川
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
え
る
。

Q	
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰
か
。

A	
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

Q	

観
光
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
公
表
す
る
時
期
は
い
つ
か
。

A	

平
成
32
年
度
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

Q	

具
体
的
な
内
容
は
。

A	

森
林
整
備
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
緊
急
伐
採
や
補
助
金

制
度
を
創
設
し
、
さ
ら
な
る
森
林
整
備
に
つ
な
げ
た
い
。

Q	

森
林
環
境
譲
与
税
と
の
関
わ
り
は
。

A	

森
林
環
境
整
備
促
進
事
業
の
財
源
と
な
る
。

Q	

森
林
経
営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
と
の
関
わ
り
は
。

A	

零
細
な
森
林
所
有
者
の
森
林
を
市
を
介
し
て
意
欲
と
能
力
の
あ
る
人
に
管
理
し

て
も
ら
う
。
ま
た
直
接
、
市
が
管
理
す
る
制
度
で
、
市
の
管
理
が
関
わ
る
部
分

な
ど
は
森
林
環
境
譲
与
税
が
充
て
ら
れ
る
。

Q	

委
託
を
予
定
し
て
い
る
業
務
の
内
容
は
何
か
。

A	

公
用
バ
ス
運
行
事
業
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
窓
口
業
務
・
教
育
支
援
事
業

な
ど
各
部
署
が
所
管
す
る
業
務
で
あ
る
。

Q	

ど
の
よ
う
に
契
約
し
て
い
く
か
。

A	

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
一
社
に
委
託
す
る
予
定
だ
。

Q	

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

A	

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
評
価
で
き
る
。
必
要
な
人
数
が
必
ず
保
障
さ
れ
る
等
の

民
間
経
営
の
工
夫
が
期
待
で
き
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

内
容
は
？

観
光
戦
略
事
業
の
内
容
は
？

森
林
環
境
整
備
促
進
事
業
の

内
容
は
？

包
括
業
務
委
託
の
内
容
と効

果
は
？

Pick
up 1Pick

up 2

Pick
up

Pick
up4 3
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児童福祉費	 65億 471万円
社会福祉費	 54億2,059万円
生活保護・医療福祉費	 13億3,057万円

保健衛生費	 30億9,461万円
清掃費	 29億3,174万円

安心して子育てができる環境づくり
障害福祉サービス、介護保険費、後期高齢者医療
費、児童手当費、子ども・子育て支援費等に使用
します。

生活習慣病発症予防と介護予防の充実
新病院建設事業に係る出資金、クリーンセンター
長寿命化事業の増などにより、前年度に比べ2.1
ポイント上昇します。

132億5,628万円 60億2,635万円

保育料第２子半額、第３子以降無償化 新市立島田市民病院 完成予定図

民生費 31.1% 衛生費 14.2%

※数値は、端数処理で調整してあります。

当初予算案から包括業務委託関連予算約8,000万円を減額、
債務負担行為3年間分の委託費約26億円を削除（P22〜23）

平成31年度　島田市一般会計予算修正案を可決しました

一般会計予算 425億3,235万円
（前年度比43億1,735万円増）

特別会計予算
企業会計予算

424億9,684万円
（前年度比20億9,461万円増）

総  額  予  算 850億2,919万円
（前年度比64億1,197万円増）

　平成31年度事業の一般会計予算案が市長から議会に示され、３月12日～15日の4日間に開催された３つの
常任委員会で審査した結果、包括業務委託については内容や方法を再検討すべきとして「否決すべき」と決
しました。（P８～10）これを踏まえ、３月26日の本会議最終日に議員発議の修正予算案が提出され、修正案
を除く残りの予算案とともに全会一致で可決されました。その一部を抜粋し紹介します。	

これに注目!!
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都市計画費	 26億6,441万円
道路橋りょう費	 18億5,139万円
土木管理費	 ３億5,543万円

公債費	 46億7,551万円

幼稚園費・小中学校費	 20億2,831万円
保健体育費	 15億1,920万円
社会教育費	 9億6,311万円

総務管理費	 29億5,249万円
徴税費	 4億4,773万円
交通安全対策費	 3億8,410万円

新東名島田金谷ＩＣ周辺整備推進
新東名島田金谷ＩＣ周辺内陸フロンティア推進区
域整備事業・賑

にぎ

わい交流拠点整備事業の増などに
より、前年度に比べ1.3ポイント上昇します。

借金の返済の推進
歳出総額の11％にあたる46億7,551万円を借金の
返済に充当していきます。

教育による未来の人材づくり
島田第四小学校改築事業、普通教室空調機賃借費
用の増などにより、前年度に比べ1.1ポイント上昇
します。

SIMADA ｰ CITYデジタルマーケティング
デジタルマーケティングの積極的な推進、新庁舎
整備事業、旧金谷庁舎跡地利活用事業、コミュニ
ティバス運行管理経費等に使います。

53億2,848万円

46億7,551万円

49億1,452万円

40億8,412万円

上空からの内陸フロンティア推進区域

一般会計市債借入残高の推移

第四小学校改築後の予想図

市役所新庁舎整備事業を開始

土木費 12.5%

公債費 11.0%

教育費 11.5%

総務費 9.6%

国民健康保険事業	 91億8,686万円

介護保険事業	 84億5,115万円

後期高齢者医療事業	 12億1,709万円

その他５特別会計	 25億7,780万円

病院事業会計	 192億2,053万円

水道事業会計	 18億4,339万円

特別会計 企業会計214億3,291万円 210億6,393万円
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※
島
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
は
、
挙
手
採
決
に
よ
っ
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

Q	

平
成
31
年
度
の
工
事
概
要
は
。

A	

広
場
整
備
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ

レ
ー
施
設
、
大
型
複
合
遊
具

の
設
置
、
６
月
中
旬
か
ら
市

民
参
加
に
よ
る
芝
生
の
植
え

付
け
を
行
い
、
年
度
末
の
完

了
を
予
定
し
て
い
る
。

Q	

成
年
後
見
制
度
の
概
要
と
相

談
場
所
は
。

A	

自
分
で
金
銭
管
理
の
判
断
が

で
き
な
い
人
の
た
め
、
弁
護

士
や
行
政
書
士
な
ど
が
成
年

後
見
人
と
な
り
、
法
的
に
支

援
す
る
制
度
で
、
相
談
場
所

は
高
齢
者
安
心
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
。

Q	

改
正
内
容
は
。

A	

県
が
新
た
に
定
め
た
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
に
お
い
て
、

※
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

挙
手
採
決
に
よ
っ
て
否
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

【
全
員
反
対
理
由
】

（
抜
粋
）
子
ど
も
た
ち
と
直

接
関
わ
る
学
校
支
援
員
や
図

書
館
支
援
員
な
ど
の
業
務
は
、

教
員
や
正
規
職
員
と
嘱
託
員

と
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
る
包
括

業
務
委
託
と
す
る
に
は
な
じ

ま
な
い
。
内
容
が
決
ま
っ
て

い
な
い
事
業
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
内
容
の
精
査
な

ど
、
調
査
・
研
究
の
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

各
市
町
の
賦
課
方
式
を
統
一

す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
併

せ
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の

減
免
期
間
の
見
直
し
に
係
る

通
知
を
受
け
改
正
を
行
う
。

【
賛
成
多
数　
反
対
理
由
】

今
回
の
国
保
税
の
引
き
上
げ

の
条
例
改
正
は
、
資
産
割
を

廃
止
し
て
、
所
得
割
を
引
き

あ
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

均
等
割
を
見
直
し
、
基
金
を

使
っ
た
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
求
め
、
反
対
す
る
。

医師確保は大丈夫か　３月末進捗率11.6％

島田市議会には３つの常任委員会があり、議員は必ずいずれかの委員会に属し、
議案審査に当たります。２月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

全
員
反
対
！

　
　
　
　

教
育
分
野
で
の
包
括
業
務
委
託
は
時
期
尚
早

平
成
31
年
度
島
田
市

　
一
般
会
計
予
算

島
田
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

Q	
医
業
収
益
の
赤
字
額
が
増
え

て
い
る
原
因
は
。

平
成
31
年
度
島
田
市

　
病
院
事
業
会
計
予
算

●
田
代
の
郷
多
目
的
広
場
整
備

●
成
年
後
見
制
度
支
援
体
制
事
業

A	

呼
吸
器
内
科
や
産
科
等
で
診

療
を
あ
る
程
度
制
限
し
て
い

る
科
が
あ
り
、
そ
う
し
た
こ

と
な
ど
が
収
益
が
伸
び
て
い

な
い
理
由
と
考
え
る
。

Q	

医
師
の
出
入
り
は
。

A	

平
成
30
年
度
に
退
職
さ
れ
る

医
師
は
17
人
の
予
定
。
平
成

31
年
度
当
初
の
医
師
見
込
み

数
は
90
人
程
度
で
あ
る
。
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

10
月
か
ら
の

　
　
　
　

包
括
業
務
委
託　

全
員
反
対

Q	

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

A	

２
つ
事
業
が
あ
る
。
１
つ
目

の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て
は
、
Ｍ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ

ａ　
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ　
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
㈱
が
１
億
３
０
０

万
円
の
県
の
補
助
金
で
碾て
ん

茶ち
ゃ

工
場
の
建
設
を
予
定
し
て
い

る
。
２
つ
目
の
中
山
間
地
域

農
業
振
興
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
川
根
地
区
の
茶
農
協
が
、

製
茶
の
仕
上
げ
機
械
の
更
新

を
予
定
し
て
い
る
。

基
本
計
画
の
対
象
区
域
の
一

部
を
こ
の
事
業
の
対
象
区
域

と
し
て
お
り
、
こ
の
対
象
区

域
内
で
空
き
店
舗
等
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
用
す
る

人
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
対
象
区
域
は
、
本
通
一

丁
目
か
ら
七
丁
目
、
大
井
町
、

扇
町
等
の
一
定
区
域
と
駅
周

辺
を
考
え
て
お
り
、
対
象
と

な
る
空
き
店
舗
等
は
、
２
カ

月
以
上
、
空
き
家
ま
た
は
事

業
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
店

舗
で
、
対
象
者
は
、
新
規
に

出
店
す
る
人
な
ど
で
あ
る
。

Q	

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

A	

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
中
心
市
街
地
活
性
化

Q	

10
月
か
ら
包
括
業
務
委
託
と

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
来
年
４

月
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

A	

令
和
２
年
４
月
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
始
ま
る
。

市
全
体
の
臨
時
職
員
、
嘱
託

員
を
今
後
ど
の
よ
う
に
雇
用

す
る
か
と
い
う
議
論
の
中
で
、

試
験
的
に
半
年
早
く
取
り
組

む
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

販
売
額
は
２
万
円
で
、
使
用

限
度
額
は
最
大
２
万
５
０
０

０
円
で
あ
る
。
９
月
末
か
ら

の
販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

Q	

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

A	

消
費
税
増
税
対
策
で
行
う
全

額
国
費
に
よ
る
事
業
で
、
購

入
対
象
者
は
、
住
民
税
非
課

税
者
と
、
３
歳
未
満
の
子
が

い
る
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
る
。

平
成
31
年
度

　
一
般
会
計
予
算

●
茶
生
産
施
設
等
整
備
事
業

●
遊
休
不
動
産

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
応
援
事
業

●
水
路
橋
通
行
監
視
事
業

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

大井川水路橋通行監視業務

「
島
田
市
下
水
道
事
業
の
現

状
と
課
題
」
に
決
定
し
た
。

●
委
員
会
所
管
事
務
調
査
の

　
テ
ー
マ
決
定
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包
括
業
務
委
託
は
時
期
尚
早
に
よ
り
反
対
す
る

仕
事
の
範
囲
が
決
ま
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
正
規
職
員
と

見
極
め
が
つ
く
よ
う
な
こ
と

は
考
え
て
い
る
か
。

A	

こ
の
部
署
（
部
分
）
は
、
委

託
業
務
と
わ
か
る
よ
う
な
表

示
を
す
る
。
委
託
社
員
に
つ

い
て
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な

り
、
名
札
な
ど
を
付
け
る
形

を
考
え
て
い
る
。

Q	

名
札
を
付
け
て
、
仕
事
の
分

担
が
十
分
に
可
能
な
の
か
。

教
育
現
場
は
、
複
合
的
に
子

ど
も
と
接
す
る
単
純
な
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
が
。

A	

基
本
的
な
役
割
分
担
は
、
正

規
職
員
と
そ
れ
以
外
の
職
員

で
分
か
れ
て
く
る
と
思
う
。

そ
こ
で
直
接
的
に
連
携
し
た

り
、
指
示
命
令
を
し
な
け
れ

ば
行
え
な
い
業
務
は
、
偽
装

請
負
と
な
り
、
そ
の
ハ
ー
ド

ル
を
超
え
な
い
と
、
最
終
的

に
は
委
託
に
は
出
せ
な
い
と

い
う
判
断
に
な
っ
て
く
る
。

総
務
生
活
常
任

員
委

会

Q	

全
員
協
議
会
の
折
、
包
括
業

務
委
託
へ
移
行
し
た
場
合
の

債
務
負
担
行
為
が
、
３
年
間

の
合
計
で
約
34
億
円
と
説
明

さ
れ
た
が
、
今
回
は
26
億
円

と
８
億
円
の
差
が
あ
る
が
、

詳
細
は
。

A	

保
育
園
の
保
育
士
な
ど
は
正

規
職
員
と
完
全
に
一
体
と
な

っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
同

じ
よ
う
な
形
で
仕
事
を
し
て

い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
看
護
師
な
ど
も
包
括
業

務
委
託
の
枠
組
み
の
外
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。
そ

の
精
査
し
た
結
果
で
あ
る
。

Q	

市
民
が
市
役
所
等
に
訪
れ
た

時
、
そ
こ
に
い
る
職
員
は
市

の
職
員
だ
と
認
識
し
て
く
る

方
が
大
半
だ
と
思
う
。
正
規

職
員
と
民
間
委
託
員
と
で
は

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
と
辺

野
古
の
新
基
地
建
設
に
つ
い
て

の
沖
縄
の
民
意
を
尊
重
す
る
よ

う
に
求
め
る
意
見
書

（
補
足
説
明
）

基
地
建
設
の
是
非
を
問
う
県
民
投

票
で
反
対
票
が
72
・
15
％
を
獲
得

し
た
。沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、真

摯
な
対
応
を
求
め
た
い
。

込
ん
だ
検
討
も
必
要
と
な
り
、

地
方
議
会
が
こ
こ
で
検
討
す

る
こ
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

•

辺
野
古
の
基
地
問
題
に
つ
い

て
は
、
周
辺
諸
国
と
の
軍
事

的
な
抑
止
力
の
低
下
を
防
ぐ

た
め
の
一
策
と
考
え
請
願
に

は
賛
同
し
か
ね
る
。

（
委
員
の
意
見
）

•

沖
縄
の
方
が
ず
っ
と
こ
の
苦

し
み
を
抱
え
て
生
活
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
あ
ま
り
に
も
と
思
う
の
で
、

請
願
を
通
し
て
ほ
し
い
。ま
た

日
米
地
位
協
定
も
、
沖
縄
の

民
意
も
理
解
す
る
が
、
現
状

の
日
本
の
姿
を
正
面
か
ら
受

け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

•

日
米
安
保
条
約
に
ま
で
踏
み

債
務
負
担
行
為

請
願
第
一
号

●
事
務
補
助
業
務
等
包
括
業
務
委
託

制服で市職員との差別化を行う市民課窓口

※
請
願
第
１
号
は
挙
手
採
決
に
よ

っ
て
不
採
択
と
す
べ
き
と
決
し

た
。
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一
般
質
問

本会議の動画は、インターネットの録画配信で！

島田市議会　映像 検索
クリック!

存
を
図
る
一
策
と
し
て
、
都
市
計
画

道
路
周
辺
部
の
土
地
利
用
の
規
制
緩

和
は
で
き
な
い
か
。

A	

難
し
い
課
題
で
あ
る
が
土
地
利
用
の

あ
り
方
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
む
。

Q	

災
害
対
策
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
一
体
的
に
捉
え
た
施
策
と
し
て
、

人
口
移
動
の
誘
導
策
は
取
れ
な
い
か
。

A	

立
地
適
正
化
計
画
等
、
個
別
計
画
書

の
策
定
の
中
で
、
安
全
な
場
所
へ
の

移
転
や
誘
導
を
協
議
す
る
。

Q	

今
後
５
～
６
年
の
間
に
、
伊
太
田
代

の
多
目
的
広
場
、
島
田
金
谷
イ
ン
タ

ー
周
辺
事
業
、
旧
金
谷
庁
舎
跡
地
利

活
用
事
業
、新
市
民
病
院
の
建
設
、市

役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
、
そ
し
て

島
田
第
四
小
の
建
て
替
え
等
々
、
短

期
間
に
大
型
の
投
資
が
続
く
。
将
来

の
負
担
は
大
丈
夫
か
。
負
担
の
ピ
ー

ク
時
を
伺
う
。

A	

負
担
の
目
安
と
な
る
公
債
費（
借
金
）

負
担
比
率
は
令
和
４
～
５
年
度
が
最

高
と
な
り
、
そ
の
後
は
低
下
す
る
。

Q	

新
病
院
の
開
院
後
の
医
師
数
と
現
在

休
診
し
て
い
る
診
療
科
の
再
開
な
ど
、

新
た
な
診
療
科
体
制
を
伺
う
。

A	

目
標
医
師
数
は
１
０
０
人
。
常
勤
の

医
師
が
い
な
い
産
婦
人
科
や
眼
科
を

は
じ
め
、
医
師
が
不
足
し
て
い
る
呼

吸
器
内
科
や
小
児
科
等
の
医
師
確
保

に
努
め
、
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
。

Q	
農
業
の
実
態
は
採
算
性
の
低
下
や
住

環
境
の
変
化
か
ら
、
農
業
そ
の
も
の

の
維
持
、
継
続
が
難
し
く
な
り
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
農
地
の
保
全
と
都
市
整
備
の
共

市
長
に
質た

だ

す
！

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
内
容
全
般
に
つ
い
て
、
市
議
会

議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
質
問
す
る
こ
と
を
「
一
般
質
問
」
と
い
い
ま
す
。

　
島
田
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
年
4
回
の
定
例
会
で
各
議
員
に
よ
る
「
個
人
質

問
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
２
月
定
例
会
に
限
り
会
派
の
中
か
ら

質
問
者
を
選
び
、
代
表
し
て
「
代
表
質
問
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
改
元
に
伴
い
、
新
元
号
「
令
和
」
表
記
に
変
更
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。 パソコンでも、スマートフォンでも見ることができます。

集
中
す
る
大
型
投
資
は

身
の
丈
の
内
か
？

佐
さ
野
の
義
よし
晴
はる
 議員

清風会

代表質問

一
般
質
問
は
２
方
式
か
ら
選
択

①
包
括
方
式
…
…
…
議
員
が
ま
と
め
て
３
回
ま
で
質
問
を
行

い
、
市
長
等
も
ま
と
め
て
答
弁
を
行
い

ま
す
。質
問
時
間
は
答
弁
を
含
め
ず
、代

表
質
問
で
は
40
分
以
内
、
個
人
質
問
で

は
30
分
以
内
で
質
問
を
行
い
ま
す
。

②
一
問
一
答
方
式
…
議
員
の
質
問
と
市
長
等
の
答
弁
を
、
一

つ
ず
つ
交
互
に
行
い
ま
す
。
代
表
質
問

で
は
60
分
以
内
、
個
人
質
問
で
は
50
分

以
内
で
質
問
と
答
弁
の
双
方
を
行
い
ま

す
。

市民が期待する新市民病院の完成予定図
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で
木
材
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
「
木

都
し
ま
だ
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は

ち
ょ
う
ど
良
い
機
会
で
は
な
い
か
。

A	

構
造
材
に
使
う
だ
け
で
は
な
く
、
例

え
ば
什じ
ゅ
う
き器

や
備
品
等
に
活
用
す
る
と

い
う
や
り
方
も
あ
る
。

Q	
森
林
環
境
整
備
計
画
の
内
容
は
。

A	
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
市
内

に
広
が
る
森
林
全
域
に
つ
い
て
、
今

後
の
整
備
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

策
定
期
間
は
１
年
で
あ
る
。

壊
に
備
え
る
。
ま
た
、
停
電
に
備
え

て
一
週
間
分
の
準
備
と
絶
対
に
外
に

出
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
を
行
う
。
住

民
も
市
の
呼
び
掛
け
に
応
え
て
ほ
し

い
。

Q	

自
主
防
災
会
ご
と
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
、
行
政
か
ら
の
情
報
に
合

わ
せ
各
地
域
に
合
っ
た
対
策
作
り
を

指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A	

市
で
は
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を
支
援
し
、

地
域
ご
と
の
危
険
度
の
見
え
る
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

Q	

新
庁
舎
建
設
で
構
造
自
体
も
含
め
大

井
川
流
域
の
木
材
を
使
う
べ
き
だ
と

い
う
意
見
に
対
し
、
課
題
が
多
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
課
題
解
決
の

参
考
と
し
て
、
木
材
で
の
大
規
模
建

築
を
専
門
に
手
が
け
て
い
る
業
者
の

意
見
を
聞
く
機
会
を
つ
く
る
考
え
は

な
い
か
。

A	

基
本
設
計
に
お
い
て
、
新
庁
舎
に
求

め
る
規
模
や
機
能
を
実
現
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
、
最
も
適
し
た
構
造

や
材
質
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
選

択
肢
が
複
数
あ
る
こ
と
は
検
討
を
進

め
る
上
で
有
効
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

Q	

基
本
計
画
審
議
会
の
場
な
ど
で
、
木

造
の
経
験
を
持
つ
専
門
家
や
業
者
の

意
見
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

必
要
な
機
能
や
費
用
に
関
わ
る
条
件

を
満
た
す
手
法
と
し
て
、
木
造
を
採

用
で
き
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。
そ
う
し
た
知
見
を
持

っ
た
方
の
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
。

Q	

最
近
、
浜
松
市
は
天
竜
材
の
利
用
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
新
庁
舎
建
設

Q	

観
光
で
稼
ぐ
た
め
に
は
、
蓬
莱
橋
を

生
か
し
た
事
業
と
し
て
、
左
岸
と
右

岸
の
往
来
を
す
る
整
備
を
行
う
べ
き
。

例
え
ば
、
権
現
原
の
市
有
地
に
３
階

建
て
の
建
物
を
建
て
、
展
望
台
か
ら

大
茶
園
、大
井
川
、金
谷
、島
田
の
町

並
み
や
富
士
山
が
一
望
で
き
る
、
そ

の
よ
う
な
施
設
に
投
資
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

A	

右
岸
側
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
市

内
全
域
の
回
遊
性
を
高
め
る
必
要
は

あ
る
と
思
う
。
蓬
莱
橋
周
辺
整
備
促

進
協
議
会
か
ら
も
右
岸
側
の
整
備
に

つ
い
て
提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
の
整
備
の
参
考
に
し
た
い
。

木造建築の南陽市文化会館の内部

大井川右岸から見た景色

蓬
莱
橋
右
岸
側
の

整
備
の
考
え
方
は
？

曽
そ
根
ね
嘉
よし
明
あき
 議員

さきがけ島田

代表質問

今
こ
そ
「
木
都
し
ま
だ
」
の

ア
ピ
ー
ル
を

森
もり
　伸
しん
一
いち
 議員

きょうどう島田

代表質問

Q	

風
速
が
50
メ
ー
ト
ル
を
超
す
よ
う
な

台
風
が
県
下
を
直
撃
す
る
状
況
に
な

っ
た
場
合
、
市
民
が
取
る
べ
き
備
え

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A	

少
な
く
と
も
、
２
、
３
日
前
に
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
を
出
し
、
学
校
は

休
校
な
ど
に
し
て
、
河
川
堤
防
の
決

ス
ー
パ
ー
台
風
に
対
す
る
備
え
は
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Q	

保
育
料
一
部
無
償
化
に
よ
る
少
子
化

へ
の
対
応
は
効
果
が
出
て
い
る
か
。

A	

子
育
て
世
代
の
転
入
に
つ
い
て
増
加

傾
向
が
見
ら
れ
て
お
り
、
一
定
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。

Q	

今
後
の
学
校
再
編
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

A	
地
区
住
民
や
保
護
者
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
学
校
再
編
計
画
策
定

委
員
会
を
経
て
、
総
合
教
育
会
議
の

協
力
に
よ
り
再
編
計
画
を
策
定
す
る
。

Q	

平
成
26
年
に
設
置
し
た
、
組
織
に
よ

る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
評
価
は
。

A	

進
捗
状
況
は
、
緩
や
か
だ
が
着
実
に

目
標
値
に
向
か
っ
て
い
る
。

Q	

新
市
立
島
田
市
民
病
院
開
業
時
の
医

師
体
制
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A	

平
成
31
年
度
に
は
、
現
在
の
82
人
か

ら
90
人
程
度
と
な
る
見
込
み
で
、
新

病
院
開
院
３
年
後
に
は
１
０
０
人
の

医
師
と
な
る
目
標
を
定
め
て
い
る
。

Q	

新
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

整
備
事
業
で
、
市
が
行
う
観
光
案
内

所
、
歩
道
橋
整
備
の
事
業
効
果
は
。

A	

観
光
案
内
所
は
物
販
機
能
や
駅
舎
機

能
な
ど
に
よ
り
、
賑に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
歩
道
橋
は
各
ゾ

ー
ン
を
安
全
に
横
断
さ
せ
る
目
的
だ

が
、
地
域
住
民
の
安
全
や
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
し
て
の
効
果
も
得
ら
れ
る
。

Q	

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
室

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
か
。

A	

市
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
広
告
動
画
を
配
信
し
、
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
こ
と
で
、
施
策
に
利
用
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

賑わい交流拠点に市が整備する予定の２施設

施
政
方
針
の
目
指
す
姿
は

実
現
で
き
る
か

藤
ふじ
本
もと
善
よし
男
お
 議員

創造島田

代表質問

Q	

自
主
防
災
組
織
の
女
性
役
員
の
割
合

は
。

A	

市
内
１
３
３
の
自
主
防
災
会
の
会
長
、

委
員
長
の
う
ち
、
女
性
は
１
人
で
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
避
難
所
運
営
組

織
に
女
性
が
参
画
し
て
い
る
。

Q	

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
は
ど
う
か
。

A	

男
女
が
共
に
支
え
る
地
域
防
災
づ
く

り
が
重
要
で
あ
り
、
か
な
り
浸
透
し

て
き
て
い
る
。

Q	

ト
リ
ア
ー
ジ
、
救
急
救
護
の
状
況
は
。

A	

市
民
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
是
非
は

と
も
か
く
と
し
て
、
基
礎
知
識
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。

Q	

ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
の
活
用
は
ど
う
か
。

A	

ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
の
育
成
は
中
学
２

年
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
て
、
今
年

度
末
ま
で
に
総
計
で
約
２
０
０
０
人

と
な
る
。
発
災
時
に
力
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
自
主
防
災
会
で

活
用
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q	

平
成
31
年
度
の
防
災
教
育
は
。

A	

第
一
中
学
校
区
の
小
・
中
学
校
が
文

部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
て
実
践
的

安
全
教
育
総
合
支
援
事
業
を
行
う
。

さらなる女性の参画が期待されている 齊
さい
藤
とう
和
かず
人
と
 議員

自
主
防
災
会
お
よ
び

避
難
所
運
営
の
課
題

個人質問

Q	

島
田
大
祭
運
営
の
進
捗
状
況
は
。

A	

島
田
大
祭
保
存
振
興
会
で
は
第
１
０

９
回
島
田
大
祭
を
10
月
12
日
～
14
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
現

在
、
大
祭
期
間
中
の
催
し
物
や
大
名

行
列
、
屋
台
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
。
今
後
、
大
祭
の
実
行
委
員
会

で
さ
ら
に
協
議
す
る
。

島
田
大
祭
は
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Q	

横
断
歩
道
付
近
で
立
ち
話
を
し
て
い

る
人
の
横
を
、
車
で
通
過
し
た
と
こ

ろ
警
察
に
取
り
締
ま
り
を
受
け
た
人

が
い
た
。
市
と
し
て
歩
行
者
へ
の
安

全
対
策
指
導
は
ど
う
か
。

A	

歩
行
者
も
横
断
歩
道
付
近
で
の
立
ち

話
や
、
横
断
す
る
か
ど
う
か
運
転
手

が
判
断
に
困
る
よ
う
な
行
動
を
し
な

い
な
ど
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
市
で
は
、
交
通
安
全
講

習
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
両
方
の
立
場

か
ら
危
険
を
予
知
す
る
体
験
型
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

Q	

交
通
安
全
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
夜

道
の
学
生
服
で
の
自
転
車
走
行
は
危

険
と
注
意
喚
起
は
で
き
な
い
か
。

A	

協
議
事
項
と
し
て
提
案
し
た
い
。

Q	

市
内
の
病
後
児
保
育
施
設
は
ど
こ
か
。

A	

聖
母
保
育
園
・
大
津
保
育
園
・
初
倉

保
育
園
・
五
和
保
育
園
の
４
カ
所
。

Q	

実
施
状
況
は
ど
う
か
。

A	

平
成
28
年
度
は
６
５
３
人
、
29
年
度

は
７
８
９
人
、
30
年
度
は
１
月
末
現

在
で
６
８
７
人
が
利
用
し
て
い
る
。

Q	

病
児
保
育
の
実
施
を
希
望
す
る
事
業

主
体
は
あ
る
か
。

A	

平
成
30
年
度
は
、
１
件
の
相
談
を
受

け
て
い
て
、
大
変
貴
重
だ
と
考
え
て

い
る
。

Q	

病
児
保
育
に
対
す
る
市
民
の
要
望
は

ど
う
か
。

A	

実
施
を
希
望
す
る
問
い
合
わ
せ
が
２

件
あ
り
、そ
の
う
ち
の
１
つ
は
、「
子

ど
も
の
看
病
で
長
期
の
休
暇
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
た
め
病
児
保
育
の
導
入

を
希
望
す
る
」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

Q	
病
児
保
育
施
設
へ
の
公
的
な
支
援
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A	

本
体
の
工
事
費
等
に
国
や
県
、
市
の

補
助
が
あ
り
、
事
業
実
施
に
対
し
て

は
委
託
料
等
が
あ
る
。

Q	

平
成
31
～
33
年
度
の
実
施
計
画
書
の

各地域での交通安全＆声かけ運動に感謝です

千葉市内の病児保育施設

病
児
保
育
施
設
の
新
設
を
！

個人質問

運
転
者
も
歩
行
者
も

マ
ナ
ー
向
上
を
！

村
むら
田
た
千
ち
鶴
づ
子
こ
 議員

個人質問

Ｊ
Ｒ
島
田
駅
南
北
駅
前
広
場
等
の
一

体
的
な
活
用
策
同
様
に
、
関
係
者
と

協
議
の
上
、
実
施
の
可
否
を
判
断
す

る
。

Q	

私
の
提
案
は
前
回
同
様
に
市
の
来
訪

者
に
対
す
る
お
も
て
な
し
で
あ
る
。

ま
ず
、
市
が
実
施
す
る
方
針
は
。

A	
例
え
ば
、
駅
前
南
北
広
場
に
カ
ウ
ン

タ
ー
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
そ
の
周
り

を
花
で
飾
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
花
に
よ
る
企
画

の
協
力
者
の
募
集
も
考
え
た
い
。

Q	

新
元
号
と
な
っ
て
最
初
の
島
田
大
祭

に
、
市
が
市
民
に
呼
び
掛
け
て
花
に

よ
る
大
祭
機
運
を
盛
り
上
げ
る
企
画

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A	

昨
年
の
12
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た

島
田
大
祭
を
花
で
盛
り
上
げ
よ
う

中
に
新
規
事
業
と
し
て
病
時
保
育
施

設
整
備
の
補
助
が
あ
る
。
予
定
ど
お

り
、
実
施
し
て
い
く
か
伺
う
。

A	

需
要
の
動
向
、
周
辺
市
町
の
状
況
等

を
確
認
し
、「
子
ど
も・子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
の
中
で
、
施
設
整
備
を

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

Q	

幼
児
の
虐
待
防
止
に
も
な
る
と
思
う
。

早
期
の
実
現
を
お
願
い
し
た
い
。

A	

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
平
成
31

～
32
年
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽

く
し
た
い
。

大
おお
関
ぜき
衣
きぬ
世
よ
 議員
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タイトルの付け方が誤解を与えたのでは？

Q	

初
倉
地
区
の
学
校
再
編
に
つ
い
て
、

「
令
和
４
年
度
か
ら
初
倉
小
学
校
に

３
小
学
校
統
合
で
」と
い
う
話
は
、い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
会
議
で

決
ま
っ
た
の
か
。

A	

９
月
の
教
育
環
境
適
正
化
検
討
委
員

会
か
ら
の
提
言
の
後
に
、
地
域
の
住

民
か
ら
３
校
同
時
統
合
を
望
む
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
令
和
４
年
度
の
統
合
に
し
た
理
由

は
、
初
倉
小
学
校
の
校
舎
の
規
模
か

ら
、
普
通
教
室
を
25
室
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
児

童
数
の
推
移
か
ら
25
ク
ラ
ス
と
な
る

の
が
令
和
４
年
度
と
見
込
ま
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
見
込
み
を
も
と
に
、

総
合
教
育
会
議
や
市
の
内
部
で
協
議

を
行
い
、
令
和
４
年
度
に
統
合
す
る

案
と
し
た
。

Q	

特
別
支
援
教
育
指
導
室「
た
ん
ぽ
ぽ
」

の
概
要
と
利
用
人
数
は
ど
う
か
。

A	

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
一

人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
指
導
を
行
う
教

室
で
、
44
人
が
通
っ
て
い
る
。

Q	

未
就
学
の
園
児
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A	

個
別
の
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
の
支
援
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

保
護
者
と
園
が
相
談
し
て
か
ら
、
園

を
通
じ
て
市
の
子
育
て
応
援
課
へ
の

相
談
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
。

Q	

発
達
検
査
の
申
し
込
み
か
ら
実
施
ま

ま
で
の
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A	

状
況
に
よ
っ
て
は
早
い
場
合
も
あ
る

が
、
大
体
１
カ
月
か
ら
２
カ
月
く
ら

い
待
つ
場
合
も
あ
る
。

Q	

小
学
校
入
学
に
あ
た
り
、
支
援
の
必

要
な
子
ど
も
の
情
報
共
有
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

A	

園
が
作
成
し
た
就
学
支
援
表
や
保
護

者
が
作
成
し
た
就
学
サ
ポ
ー
ト
表
は
、

親
の
同
意
の
も
と
、
就
学
す
る
学
校

に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
２
月
～
３
月

に
か
け
て
、
学
校
の
職
員
が
園
を
訪

問
し
、
担
任
の
先
生
か
ら
必
要
な
情

報
を
引
き
継
ぐ
工
夫
を
し
て
い
る
が
、

引
き
継
ぐ
先
生
が
必
ず
し
も
１
年
の

担
任
に
な
ら
な
い
た
め
、
５
月
頃
に

再
度
行
う
こ
と
が
大
切
と
い
う
要
望

も
あ
り
、
こ
の
点
は
課
題
で
あ
る
。

Q	
た
ん
ぽ
ぽ
の
指
導
員
増
員
の
考
え
は
。

A	
で
き
る
だ
け
配
慮
し
た
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
。

「たんぽぽ」の指導で使われている教材

初
倉
地
区
の

小
学
校
再
編
の
行
方
は

伊
い
藤
とう
　孝
たかし
 議員

個人質問

障
が
い
あ
る
子
ど
も
を

連
携
し
て
育
も
う

横
よこ
山
やま
香
かお り
理 議員

個人質問

Q	

新
た
な
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
か
。

A	

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
一
番
の
方

新
た
な
期
日
前
投
票
所
設
置
を
望
む

策
は
、
立
候
補
者
の
政
策
論
争
だ
と

思
う
。
ど
れ
だ
け
市
民
の
意
見
を
聞

き
、国
民
や
県
民
、市
民
を
巻
き
込
ん

だ
政
策
論
争
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
が
、
そ
の
選
挙
に
対
す
る
有
権
者

の
関
心
を
高
め
、
そ
れ
が
投
票
と
い

う
行
動
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
投
票

所
を
増
や
す
こ
と
も
大
事
だ
が
、
数

だ
け
増
や
せ
ば
投
票
率
が
上
が
る
と

い
う
も
の
で
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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Q	

保
育
環
境
の
整
備
に
お
い
て
保
育
士

の
確
保
は
重
要
課
題
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

A	

年
々
増
加
す
る
保
育
需
要
に
対
応
す

る
に
は
、
保
育
士
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

Q	

保
育
士
不
足
に
対
し
て
、
市
が
実
施

し
て
い
る
事
業
は
何
か
。

A	

保
育
士
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

や
「
し
ま
だ
Ｄ
Ｅ
ほ
い
く
」
と
称
し
、

保
育
の
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て
の
講

演
会
と
就
職
相
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
島
田
市
保
育
士
人
材
バ

ン
ク
を
設
置
し
、
平
成
30
年
度
に
は
、

７
人
が
市
内
保
育
所
等
に
就
職
し
た
。

Q	

市
は
非
正
規
職
員
の
業
務
を
民
間
会

社
に
包
括
業
務
委
託
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
方
針
に
は
「
偽
装

請
負
に
当
た
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る

業
務
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
」
と

あ
る
が
、
偽
装
請
負
と
は
何
か
。

A	

市
が
委
託
し
た
業
務
は
、
受
託
業
者

の
指
揮
命
令
の
も
と
で
受
託
会
社
の

社
員
が
行
う
。
市
の
職
員
が
直
接
受

託
会
社
の
社
員
に
業
務
上
の
指
示
を

行
っ
た
場
合
は
偽
装
請
負
に
当
た
る
。

Q	

10
月
か
ら
前
倒
し
で
進
め
る
委
託
業

務
の
中
に
、
学
校
教
育
支
援
員
、
図

書
館
支
援
員
、
教
育
指
導
員
お
よ
び

教
育
セ
ン
タ
ー
員
な
ど
が
あ
る
。
偽

装
請
負
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

担
任
か
ら
は
直
接
の
指
導
は
で
き
ず
、

逆
に
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
も
で
き
な
い

と
考
え
る
。
業
務
委
託
は
直
接
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
り
、
そ
の
成
長
と
発

達
に
責
任
を
持
つ
教
育
現
場
に
な
じ

ま
な
い
。
見
直
す
べ
き
だ
。

A	

学
校
現
場
で
の
支
援
員
に
対
し
て
は
、

教
職
員
と
し
て
の
身
分
を
必
要
と
し

な
い
業
務
を
切
り
分
け
、
役
割
分
担

ポイ捨てごみがやがて海洋汚染の原因に

図書館支援員によって充実した学校図書館

教
育
現
場
に

外
部
委
託
は
な
じ
ま
な
い
！

桜
さくらい
井洋
よう
子
こ
 議員

個人質問

無
償
化
も
大
事
だ
が

待
機
児
童
の
解
消
を

大
おお
村
むら
泰
やす
史
じ
 議員

個人質問

た
自
然
体
験
教
室
や
市
民
対
象
の
環

境
学
習
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

Q	

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

化
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

A	

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
先
進
事
例

の
収
集
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

て
か
ら
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

を
明
確
に
し
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

整
備
し
て
い
く
。
委
託
で
弊
害
が
出

な
い
よ
う
、
ま
た
教
育
の
質
が
維
持

向
上
で
き
る
よ
う
、
慎
重
に
判
断
し

て
い
く
。

Q	

こ
れ
ま
で
市
長
は
、
支
援
員
の
充
実

を
図
っ
て
き
た
。
10
月
か
ら
開
始
の

教
育
現
場
で
の
包
括
業
務
委
託
に
対

し
て
の
考
え
を
伺
う
。

A	

業
務
委
託
を
10
月
か
ら
始
め
る
と
決

ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
質
問
だ
が
、

ま
だ
何
も
決
め
て
い
な
い
。

Q	

環
境
教
育
、
環
境
保
全
活
動
の
具
体

的
な
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

A	

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
新
た

な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
ア
ー

ス
・
キ
ッ
ズ
事
業
の
実
施
、
地
域
や

子
ど
も
の
実
態
に
合
わ
せ
た
環
境
教

育
の
推
進
、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
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Q	

第
10
回
記
念
大
会
の
開
催
状
況
は
。

A	

横
浜
市
な
ど
の
大
会
と
日
程
が
重
な

り
、
県
外
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
影

響
が
あ
っ
た
。

Q	

新
し
い
取
り
組
み
は
あ
っ
た
の
か
。

A	

小
学
生
に
よ
る
２
キ
ロ
の
市
内
フ
ァ

ン
ラ
ン
を
実
施
し
、
市
民
喚
起
し
た
。

Q	

経
済
効
果
と
市
民
へ
の
効
果
は
。

A	

宿
泊・食
事
等
、市
内
に
９
０
０
０
万

円
以
上
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
参
加
を
目
指
す
市
民
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
契

機
と
な
っ
て
い
る
。

Q	

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
か
。

A	

富
士
山
静
岡
空
港
の
就
航
先
地
域
へ

の
Ｐ
Ｒ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
マ
ラ
ソ
ン

と
の
友
好
大
会
の
協
議
な
ど
、
選
ば

れ
る
大
会
と
し
て
、
市
民
と
一
丸
と

な
り
、
お
も
て
な
し
で
日
本
一
の
市

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
目
指
す
。

Q	

新
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

賑に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
整
備
で
は
、
市
が

観
光
案
内
所
を
整
備
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
案
内
所
の
運
営
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
特
徴

は
何
か
。

A	

運
営
は
市
観
光
協
会
に
委
託
を
検
討

中
。年
中
無
休
だ
が
、営
業
時
間
は
調

整
中
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
大

井
川
流
域
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
あ

っ
せ
ん
す
る
と
と
も
に
動
画
に
よ
る

観
光
発
信
を
行
う
。
さ
ら
に
物
販
ス

ペ
ー
ス
、
駅
舎
機
能
を
有
し
、
サ
イ

ク
ル
ピ
ッ
ト
も
設
置
す
る
。

Q	

近
隣
市
町
等
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A	

川
根
本
町
と
は
情
報
提
供
し
て
お
り
、

連
携
可
能
業
務
に
関
し
検
討
す
る
。

Q	

サ
イ
ク
リ
ン
グ
情
報
が
細
か
く
記
載

さ
れ
た
冊
子
が
大
井
川
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
作
ら
れ
て
い
る
。

中
身
に
新
東
名
周
辺
の
コ
ー
ス
が
な

い
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

A	

改
訂
版
で
は
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

スタートしていく多くの市民ランナー

サイクルツーリズム協議会作成の案内冊子

リ
バ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
で

島
田
を
元
気
に
！

清
しみず
水唯
ただ
史
し
 議員

個人質問

サ
イ
ク
リ
ン
グ

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
で
集
客
を
！

山
やま
本
もと
孝
たか
夫
お
 議員

個人質問

Q	

川
根
地
区
で
毎
年
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
が
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
の
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を

近
隣
市
町
と
広
範
囲
に
行
う
企
画
を

提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

A	

近
隣
市
町
と
の
協
議
会
の
中
で
検
討

し
た
い
。

Q	
観
光
案
内
所
に
配
置
す
る
人
員
の
工

夫
は
あ
る
の
か
。

A	

観
光
協
会
は
専
門
実
務
能
力
の
あ
る

人
材
を
配
置
し
て
お
り
、
今
後
も
継

続
的
に
雇
用
し
て
い
き
た
い
。

Q	

観
光
総
合
戦
略
の
方
向
性
は
。

A	

観
光
資
源
の
確
認
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

市
民
協
働
で
観
光
戦
略
を

の
把
握
、
情
報
発
信
の
手
法
、
効
果

検
証
方
法
な
ど
を
盛
り
込
み
、
住
民
、

地
域
団
体
、
観
光
事
業
者
な
ど
と
連

携
・
協
力
し
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
築
く
。

Q	

川
越
遺
跡
指
定
地
内
の
個
人
建
物
の

対
応
は
ど
う
か
。

A	

平
成
31
年
度
の
基
礎
調
査
の
中
で
個

人
所
有
者
と
今
後
の
取
り
扱
い
な
ど

個
別
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
土
産

物
販
売
所
や
古
民
家
カ
フ
ェ
な
ど
の

民
間
活
用
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。
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Q	

今
後
３
年
間
の
、
人
口
推
移
を
予
測

し
て
、
出
生
率
ア
ッ
プ
、
転
入
者
増
、

転
出
者
減
の
対
策
お
よ
び
健
康
寿
命

の
推
進
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

A	

中
期
財
政
計
画
の
中
で
は
、
全
体
で

使
え
る
お
金
の
見
込
み
を
立
て
、
国

や
県
の
補
助
金
な
ど
も
考
慮
し
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
人
口
増
減
な

ど
の
具
体
的
な
数
値
を
設
定
す
る
の

で
は
な
く
、
対
象
事
業
を
全
体
的
に

推
進
し
、
達
成
し
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

Q	

行
政
経
営
と
し
て
計
画
す
る
部
署
と

業
務
を
担
当
す
る
部
署
が
同
じ
目
標

値
や
現
在
の
数
値
を
リ
ン
ク
し
、
成

果
を
共
有
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

行
政
経
営
戦
略
に
基
づ
き
行
政
評
価

を
ど
の
よ
う
に
確
立
さ
せ
て
い
く
か

検
討
し
て
い
る
。
計
画
・
予
算
・
人

事
管
理
の
数
値
を
リ
ン
ク
し
、
人
口

等
も
入
れ
て
評
価
、
成
果
も
検
討
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

即実行! ロッカー上の整理整頓

費
用
を
か
け
な
い

業
務
改
革
の
実
践
を

河
かわ
村
むら
晴
はる
夫
お
 議員

個人質問

Q	

新
庁
舎
を
市
民
が
使
い
や
す
く
、
か

つ
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
が
、
現
在
の
庁
舎

は
整
理
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
は
感

じ
な
い
。
整
理
整
頓
を
こ
の
４
年
間

で
実
施
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

A	
新
庁
舎
に
な
っ
て
か
ら
や
る
と
言
う

だ
け
で
は
で
き
な
い
の
で
、
改
め
て

職
員
全
体
に
整
理
整
頓
に
つ
い
て
話

を
し
て
い
く
。

り
ま
し
た
。
呉
市
議
会
で
は
、
災
害

発
生
時
の
対
応
要
領
を
平
成
28
年
に

策
定
し
て
お
り
、
今
回
の
豪
雨
災
害

に
お
い
て
は
事
務
局
が
議
員
と
市
の

災
害
対
策
本
部
と
の
間
に
入
る
こ
と

で
情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
予
算
・
決
算
の
審
査
体
制
に
つ
い

て
は
、
政
策
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
討
議
を
行
い
審
査
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

当
市
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

●
１
月
21
日　
兵
庫
県
西
脇
市

予
算・決
算
の
審
査
体
制
向
上
へ

　
西
脇
市
は
現
在
の
人
口
が
４
万
１

０
０
０
人
で
織
物
の
ま
ち
で
す
。
平

成
20
年
９
月
に
議
会
改
革
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
議
会
改
革
に
取
り
組

み
、
平
成
24
年
12
月
に
は
西
脇
市
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
議

会
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
特
に
決

算
の
審
査
に
お
い
て
翌
年
度
の
予
算

に
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
委
員
会
の
３
分
の
２
以
上
の
賛

成
に
よ
り
執
行
部
に
申
し
入
れ
、
次

年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
審
査
し
て
い
ま
す
。

●
１
月
22
日　
広
島
県
呉
市

災
害
発
生
時
の
対
応
要
領

　
呉
市
は
明
治
35
年
に
市
政
を
施
行
、

現
在
の
人
口
は
約
23
万
人
で
広
島
県

で
は
３
番
目
の
中
核
都
市
、
工
業
都

市
で
あ
り
、
平
成
22
年
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
西
日
本
豪

雨
災
害
に
お
い
て
は
死
者
、
負
傷
者

47
人
、
家
屋
、
住
宅
の
被
害
が
３
０

０
０
件
を
超
え
る
大
き
な
災
害
と
な

議
会
改
革
は
議
会
機
能
強
化
か
ら

議
会
運
営
委
員
会

調
査
報
告

所 管 事 務 調 査 報 告

議会の災害対応を調査（呉市議会）
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議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会

親
し
み
や
す
い
議
会
広
報
を
目
指
し
て

た
め
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
携
を
今
後

検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　
当
市
議
会
だ
よ
り
で
も
、
フ
ル
カ

ラ
ー
化
は
平
成
27
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
目
標
と
し
て
き
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。
事
業
費
の
拡
大
等
の
問

題
か
ら
、
段
階
的
な
フ
ル
カ
ラ
ー
化

を
目
指
し
て
お
り
、
今
定
例
会
号
が

フ
ル
カ
ラ
ー
化
さ
れ
た
議
会
だ
よ
り

第
１
号
と
な
り
ま
す
。
各
定
例
会
号

の
全
面
フ
ル
カ
ラ
ー
化
に
向
け
て
、

事
業
費
を
抑
え
る
た
め
の
方
法
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

●
１
月
28
日　
東
京
都
多
摩
市
議
会

　
「
議
会
広
報
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
連
携
」

を
調
査
し
ま
し
た
。
多
摩
市
議
会
で

は
、
議
会
活
動
を
若
い
世
代
に
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
方
法
と
し

て
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
多
摩
市
議

会
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
運
用
を
始

め
、
議
会
日
程
や
議
会
活
動
、
視
察

受
入
報
告
、
研
修
会
の
報
告
な
ど
を

随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
。
視
察
で
は
、

運
用
開
始
に
当
た
っ
て
苦
労
し
た
点

や
運
用
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
で
も
、
現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
数
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
議
会
と

し
て
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
お
届
け
す
る

●
１
月
29
日　
茨
城
県
守
谷
市
議
会

　
「
議
会
だ
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
う
フ
ル
カ
ラ
ー
化
」
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。守
谷
市
で
は
、議
会
の

透
明
性
、
公
開
性
を
高
め
る
た
め
に
、

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
公
開
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
情
報
発
信
力
を
高
め

る
た
め
に
議
会
だ
よ
り
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

い
フ
ル
カ
ラ
ー
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
視
察
で
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー
化
に
伴

う
事
業
費
増
を
抑
え
る
た
め
の
工
夫

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
入
札

に
よ
る
業
者
の
選
定
を
行
い
、
従
来

の
紙
質
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
、
フ
ル
カ
ラ
ー
化
を

含
め
た
議
会
広
報
紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
現
し
ま
し
た
。

行 政 視 察 報 告
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パワーポイントを使っての説明

笑顔あふれる島田高校放送部の皆さん

　
２
月
12
日
、
山
梨
県
韮
崎
市
議
会

の
会
派
「
協き
ょ
う
し
ん伸ク

ラ
ブ
」
の
議
員
３

人
が
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
の
編
集
方

法
に
つ
い
て
視
察
に
訪
れ
、
議
会
だ

よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

委
員
６
人
で
対
応
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
紙

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
の
取
り
組
み

や
特
集
へ
の
こ
だ
わ
り
、
今
後
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、

　
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
は
「
声
の
議

会
だ
よ
り
」
と
し
て
、
市
内
の
目
の

不
自
由
な
方
に
音
訳
し
た
Ｃ
Ｄ
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
音
訳
作
業

は
島
田
高
校
放
送
部
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
３
月
15
日
、
議
会
だ
よ
り
編
集
に

関
す
る
特
別
委
員
６
人
で
お
礼
に
伺

い
、
当
日
は
、
放
送
部
顧
問
の
森も
り

田た

晋す
す
む先

生
、
２
年
生
２
人
、
１
年
生

３
人
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
員
か
ら
は
、
録
音
作
業
に
は
約
１

カ
月
か
か
る
こ
と
や
、
議
会
だ
よ
り

を
読
む
こ
と
で
選
挙
や
市
政
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
と
の
感
想
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
は

　
　

ど
の
よ
う
に
編
集
し
て
い
る
の
？

島
田
高
校
放
送
部
に

　
　
　
　

感
謝
を
伝
え
る

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
に

来
ら
れ
た
議
員
か
ら
は
、「
多
く
の
市

民
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
広
報

紙
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
も
、
よ
り
親

し
み
や
す
い
議
会
広
報
紙
を
目
指
し

ま
す
。

　
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
や
運

動
部
の
試
合
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
、

学
校
内
外
で
大
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

島
田
高
校
放
送
部
の
活
動
を
、
今
後

も
応
援
し
ま
す
！
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○＝賛成　×＝反対

氏　
　
名

大
関　
衣
世

大
村　
泰
史

河
村　
晴
夫

齊
藤　
和
人

佐
野　
義
晴

杉
野　
直
樹

伊
藤　
　
孝

横
山　
香
理

福
田　
正
男

森　　
　
伸
一

山
本　
孝
夫

村
田
千
鶴
子

曽
根　
嘉
明

平
松　
吉
祝

藤
本　
善
男

清
水　
唯
史

桜
井　
洋
子

会派名 清風会 きょうどう島田 さきがけ島田 創造島田 無会派

【議案第24号】
島田市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

【請願第１号】「日米地位協定の見直しと辺
野古の新基地建設について沖縄の民意を尊重
するよう求める意見書」の提出を求める請願

× × × × × × × × × ○ ○ × × × × × ○

※議長（大石　節雄）は採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対が分かれた２議案を掲載しています

ザッ討論 賛成？
反対？

【議案第24号】島田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【請願第１号】�「日米地位協定の見直しと辺野古の新基地建設について沖縄の民意を
尊重するよう求める意見書」の提出を求める請願

本議案は県から賦課方式を統一する方針が示さ
れたことによる、条例の一部改正である。
賦課方式の見直しは資産割を除いた３方式とす
る県の方針であり、すでに県内10市町がこの方
針を満たしている。資産割は固定資産税と２重
課税との指摘も多く、全国的に廃止の方向であ
る。資産割がなくなれば他の所得割等の税率が
増えるため、負担増はやむを得ないと考える。現
行税率では必要な保険税額が確保できないこと
から、市は基金を活用し、被保険者の負担を緩和
できるので、条例改正は適正と判断し賛成する。

今年の２月１日付けで沖縄弁護士会から全国の
議会に送られてきた決議には「沖縄における基
地の問題は、沖縄と政府だけの問題ではありま
せん。主権国家としての防衛の問題、すなわち
主権を有する全ての国民の問題です。日本全国・
各所で議論、検討していただきたい」と書かれ
ていた。今回の請願の趣旨は国に「辺野古基地
建設反対を求める内容ではなく、民意を尊重し
て真摯な話し合いをして欲しいというもの。こ
れは地方自治の根幹。地方にとり最重要事項で
ある」ということなので各位の賛同を求めたい。

賛 

成

賛 

成

医療費の増加を理由に、県の統一保険料を見越
した国保税の引き上げに反対する。基礎課税額
分の資産割を廃止し、所得割、均等割、世帯割
の３方式とし、併せて所得割を現行の5.1％か
ら6.6％に引き上げる内容である。これにより
国保加入世帯の６割、約8,500世帯が負担増とな
る。医療保険の中で最も高い国保税に、高すぎ
て払えないと市民から悲鳴が上がっている。滞
納世帯は15％にもなり限界である。貯まってい
る基金の活用や一般会計からの繰り入れが必要
だ。根本的に大幅な国の公費負担を求める。

今年２月に行われた「辺野古沖の埋め立てへの
賛否を問う県民投票」では、反対が過半数を占
めたが、これまで政府は地元の理解を得る努力
を続けながら、我が国の平和と安全のため必要
不可欠な普天間飛行場の一日も早い全面返還を
実現し、そして基地負担の軽減を図るため、全
力で取り組んでいく方針であるなどと述べてい
る。こうした政府の方針を支持するべきである
と考え、今回の請願には反対する。

反 

対

反 

対
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平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案

　
　
　

修
正
可
決
の
経
緯

包
括
業
務
委
託
が
な
ぜ
必
要
な
の
か

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
地
方
公
務
員
法
が
改
正

さ
れ
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
現
在
、
島
田
市
で
非
正
規
職
員
と
し

て
働
く
臨
時
・
嘱
託
職
員
が
そ
の
ま
ま
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
へ
移
行
さ
れ
る
と
、
期
末
手

当
等
の
支
給
対
象
と
な
る
な
ど
、
制
度
の
目
的

で
も
あ
る
、
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
に
も
つ

　
平
成
31
年
３
月
26
日
の
島
田
市
議
会
２
月
定

例
会
最
終
日
に
お
い
て
、
平
成
31
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
の
う
ち
、
令
和
元
年
10
月
か
ら

当
局
が
実
施
を
検
討
し
て
い
た
「
包
括
業
務
委

託
」
に
関
連
す
る
経
費
約
８
０
０
０
万
円
を
減

額
し
、
令
和
２
～
４
年
度
分
の
債
務
負
担
行
為

約
26
億
円
を
削
除
し
た
修
正
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

な
が
る
反
面
、
市
が
負
担
す
る
人
件
費
が
現
在

の
１
・
３
～
１
・
６
倍
と
増
大
す
る
こ
と
を
主

な
理
由
と
し
て
、
市
は
包
括
業
務
委
託
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

包
括
業
務
委
託
と
は
？

　
包
括
業
務
委
託
と
は
、
現
在
、
非
正
規
職
員

が
担
っ
て
い
る
事
務
補
助
等
の
業
務
を
民
間
業

者
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
期
末
手
当
等
の
支
給

が
不
要
と
な
る
た
め
、
財
政
負
担
は
会
計
年
度

任
用
職
員
よ
り
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
珍

し
く
、
市
は
令
和
元
年
10
月
と
令
和
２
年
４
月

か
ら
の
２
段
階
に
分
け
て
、
包
括
業
務
委
託
の

導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
議
会
２
月
定
例

会
で
は
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
導
入
を
考
え
て

い
る
学
校
支
援
員
事
業
や
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
窓
口
事
業
な
ど
約
90
人

分
の
包
括
業
務
委
託
の
導
入
に
係
る
経
費
と
し

て
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
８
０
６
４
万
６

０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
一
致
「
時
期
尚
早
」

　
３
月
12
日
～
15
日
に
開
催
さ
れ
た
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
包
括
業
務
委
託
の
導
入
は
時
期

尚
早
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。
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「
包
括
業
務
委
託
」
を
削
除
し
た予

算
案
可
決

　
３
月
26
日
の
本
会
議
最
終
日
に
お
い
て
、
包

括
業
務
委
託
に
関
連
す
る
経
費
を
減
額
、
削
除

し
た
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
非
正
規
職
員
ら
を

会
計
年
度
任
用
職
員
と
位
置
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
市
が
本
年
10
月
か
ら
導
入

を
予
定
し
て
い
る
包
括
業
務
委
託
は
、
１
つ
の

各
常
任
委
員
会
で
の
意
見
（
抜
粋
）

•

学
校
支
援
員
の
包
括
業
務
委
託
化
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
も
整
え
な
く
て
は

い
け
な
い
中
で
、
不
明
瞭
な
点
が
多
す
ぎ
る
。

•
包
括
さ
れ
た
業
務
を
全
て
担
う
こ
と
が
で
き

る
業
者
は
市
内
に
も
県
内
に
も
な
い
た
め
、

支
払
わ
れ
る
経
費
が
市
内
な
ど
に
還
元
さ
れ

ず
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
。

•

包
括
す
る
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
偽
装
請

負
（
委
託
業
者
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
対

し
て
、
委
託
業
者
を
通
さ
ず
に
、
直
接
指
示

や
命
令
を
行
う
こ
と
）
と
な
ら
な
い
よ
う
精

査
が
必
要
で
あ
る
。
今
年
10
月
か
ら
で
な
く
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

選
択
肢
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
こ
れ
を
実
施

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
効
率
性
な
ど
を
含
め
正

規
職
員
と
非
正
規
職
員
ら
と
の
業
務
内
容
を
十

分
に
精
査
し
、
業
務
改
善
な
ど
を
行
い
、
市
民

に
理
解
さ
れ
る
内
容
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も
と
関
わ
る

教
育
現
場
で
の
委
託
に
関
し
て
は
、
委
託
内
容

を
含
め
再
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
市
内
等
、

地
元
の
業
者
に
よ
る
委
託
が
困
難
に
な
る
こ
と

か
ら
、
地
域
と
関
係
性
が
な
い
業
者
選
択
と
な

り
地
域
へ
の
貢
献
が
低
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
再
度
そ
の
委
託
方
法
を
検
討
す
べ

き
と
の
理
由
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予

算
案
に
計
上
さ
れ
た
関
連
経
費
の
減
額
修
正
お

よ
び
債
務
負
担
行
為
か
ら
限
度
額
を
削
除
し
た

修
正
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
市
議
会
と
し
て
の
対
応

　
包
括
業
務
委
託
の
先
進
市
等
の
調
査
・
研
究

を
進
め
ま
す
。

●減額修正された予算（令和元年10月からの包括業務委託実施分）
目 説　　　明 減額された金額

行政経営費
戸籍住民基本台帳費
道路橋りょう総務費
教育研究推進費

学校教育諸費

公用バス運行事業
行政サービスセンター窓口事業
水路橋通行監視事業
教育支援事業
教育センター運営事業
サタデーオープンスクール事業
スクールバス運行事業

399万0,000円
300万6,000円
469万3,000円
5,661万2,000円
901万6,000円
256万4,000円
76万5,000円

●削除された予算（令和２年度からの包括業務委託実施分）
事　　項 期　　間 限度額

事務補助業務等包括委託 令和２〜４年度 26億1,739万3,000円



市民の意見をどう活用するか？ 

	 24

Shim
ada City Council N

ew
sletter

令
和

元
年

5
月

15日
 発

行
　

N
o.6

8
編

集
・

発
行

／
島

田
市

議
会

〒
427‒8501 静

岡
県

島
田

市
中

央
町

１
番

の
１

TE
L 〈

0547〉36‒7204　
　

FA
X

 〈
0547〉37‒2212

Ｅ
メ

ー
ル

：
gikai@

city.shim
ada.lg.jp

議会だより編集に関する特別委員会
【委 員 長】杉野　直樹
【副委員長】清水　唯史
【委　　員】大関　衣世、大村　泰史、河村　晴夫
　　　　　 齊藤　和人、横山　香理

　しまだ議会だよりは、平成28年2月発行の第52号から
現デザインにリニューアルました。当時、リニューアル
に当たって先進地を訪問したところ、議会広報紙とは思
えない斬新なデザインや内容に驚かされ、当市も多くの
市民に手にとって見ていただける広報紙にリニューアル
するべき、という機運が高まり、段階的にリニューアル
作業を進め、現在の形となりました。
　「少しでも多くの市民に手に取って読んでいただきた
い」この思いを胸に編集委員一同、今後も編集を進めて
まいります。

編 集 後 記

　当市議会では、議会報告会を開催しており、そ
こで得られた意見を議会の活動にどのように反
映させるか「政策提言サイクル」の取り組みを
行っています。
　今回は、「議会報告会の活用手法」をテーマに、
㈱地方議会総合研究所　廣

ひろ
瀬
せ
和
かず
彦
ひこ
氏を講師に招

いて、議会報告会の運営方法、市民からの意見
聴取、政策提言に結びつける手法などについて
の研修を行いました。
　市民の意見を反映した政策提言ができるよう、
今後も議会運営の充実に尽力します。

議会活動レポート

1/17
（木）

６月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

☆開会時間は…
　本会議　9：30
　常任委員会　午前9：00　午後1：30	
あなたのパソコン・スマホで、オンラインでも傍聴できます。
　水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行い
ます。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）へ
お越しください。

日 月 火 水 木 金 土
6/2 3 4 5 6 7 8

本会議
（初日）

9 10 11 12 13 14 15

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

16 17 18 19 20 21 22

本会議
（議案質疑）

常任委員会
（午前・厚生教育）
（午後・経済建設）

常任委員会
（午前・総務生活）
（午後・予備）　　

23 24 25 26 27 28 29

議会運営委員会

30 7/1 2 3 4 5 6

本会議
（最終日）


